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一の目潟堆積物コアの主要元素組成を用いたマイクロテフラの検出
Detection of invisible microtephra traces for Lake Ichi-no-Megata sediments using high-
resolution major element analysis
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火山灰層は、地層中に噴火した時の正確な時間面を記録している。そのため、テフラを検出する事は非常に重要である．
私達の目的は、湖底堆積物コアの肉眼での観察でも初磁化率でも検出できなかったテフラを、バルク中のNa2O/Al2O3比
のプロファイルから検出を行うことである。湖底堆積物と比べて、テフラに含まれる火山ガラス中のナトリウムは非常に
多く含む。そのため、Na2O/Al2O3比からテフラを検出することができる。本研究では、私たちは秋田県一の目潟で採取
した年縞堆積物コア試料を分析した。開放系酸分解と ICP-AESを組み合わせた方法でバルク中の主要元素の測定と、初
磁化率の測定を行った。その結果、目視でも、初磁化率の測定でも検出できなかった To-aテフラの存在を Na2O/Al2O3
のプロファイルから明らかにできた。一の目潟堆積物中の Na2O/Al2O3比の平均値は 0.074± 0.024（2σ）であり、Ｔ
ｏ－ａ中の Na2O/Al2O3は 0.31である。一の目潟の堆積物中の Na2O/Al2O3の平均値＋２σを検出限界と定義した場
合、一の目潟堆積物中にＴｏ－ａに含まれる火山ガラスが濃度ベースで 9％以上含まれていれば検出する事ができる計
算になる。この一の目潟の Na2O/Al2O3比の値は、地殻の平均的な化学組成として用いられる，ＰＡＡＳやＮＡＳ C中
の Na2O/Al2O3比の値と、非常に近い値である．そのため、日本のテフラと同程度のNa2O/Al2O3比の値をもつならば、
日本以外の地域にも適応可能である。また、試料が粉末である場合、開放系酸分解と ICP-AESを組み合わせた方法は、
100試料あたり 1週間程度で分析可能であるため、大量な試料を分析する際には適している。
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